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町
内
の
最
高
峰
、
宝
仏
山
（
標

高
１
０
０
５
ｍ
）
の
登
山
シ
ー
ズ

ン
開
幕
を
告
げ
る
山
開
き
（
ご
う

ぎ
ん
す
ぎ
の
子
会
主
催
）
が
、
4

月
29
日
、
登
山
道
入
口
の
町
歴
史

民
俗
資
料
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽

気
の
中
、
町
内
外
か
ら
登
山
愛
好

家
ら
約
50
人
が
参
加
。
山
の
安
全

を
祈
願
す
る
神
事
の
ほ
か
、
町
内

で
活
動
し
て
い
る
合
唱
グ
ル
ー
プ

「
合
唱
団
お
し
ど
り
た
ち
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
大
山
賛
歌
の
合
唱
、

資
料
館
友
の
会
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
振
る
舞
う
休
憩
所
、
セ

ル
プ
ひ
の
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
行
わ

れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

登
山
出
発
前
に
は
。
ご
う
ぎ
ん

す
ぎ
の
子
会
会
長
の
稲
田
耕
さ
ん

（
根
雨
）
が
「
皆
さ
ん
に
、
こ
の

宝
仏
山
山
開
き
に
お
越
し
い
た
だ

き
、喜
ん
で
い
ま
す
。『
宝
』『
仏
』

と
書
く
縁
起
の
良
い
名
前
の
山
で

す
。
皆
さ
ん
の
1
年
が
す
ば
ら
し

い
も
の
と
な
る
よ
う
願
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
景
山
町
長

が
「
こ
の
会
場
と
な
っ
て
い
る
歴

史
民
俗
資
料
館
は
、
展
示
室
の
床

を
修
繕
し
、
展
示
品
を
見
て
も
ら

い
や
す
く
展
示
し
直
し
、
山
開
き

に
合
わ
せ
て
再
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
日
野
町
を
再
認
識
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
登
山
客

を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

宝
仏
山
登
山
道
は
、
ス
ギ
や
マ

ツ
な
ど
が
植
林
さ
れ
た
人
工
林
の

静
け
さ
、
ブ
ナ
な
ど
多
く
の
種
類

の
木
が
見
ら
れ
る
雑
木
林
な
ど
、

自
然
豊
か
で
、
手
つ
か
ず
の
景
観

が
楽
し
め
る
と
好
評
。
頂
上
か
ら

は
、
大
山
や
美
保
湾
な
ど
が
一
望

で
き
、
感
動
し
ま
す
。

　

頂
上
で
は
登
山
客
ら
が
美
し
い

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
昼
食
を

と
っ
た
り
、
記
念
撮
影
を
す
る
な

ど
、
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
町
内
か
ら
参
加
し
た
親
子

は
「
初
め
て
登
り
ま
し
た
。
登
山

道
は
険
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大

変
で
し
た
が
、
と
て
も
景
色
が
き

れ
い
で
し
た
」
と
充
実
し
た
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

登
山
シ
ー
ズ
ン
開
幕
！

宝
仏
山
　
山
開
き

　
町
の
春
の
風
物
詩
、
宝
仏
山
の
山
開
き
が
4
月
29

日
に
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
登
山
愛
好
家
が
参
加
し

ま
し
た
。
登
り
切
っ
た
登
山
者
に
は
、
充
実
し
た
笑

顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

取
材
ル
ポ
①

三重県桑名市から参加

安
あんどう

藤利
としゆき

之さん（根雨出身）
　私は日野町根雨の出身で、現在は三重県桑名市に
住んでいます。関西在住の町出身者の会「ひの郷会」
に入って、交流もしています。
　この宝仏山は、遠足など子どものころからよく遊
んだ山です。懐かしいなぁ。頂上には初めて登りま
した。立派な記念碑も建てられ、景色も素晴らしかっ
たです。町の子どもたちには、ぜひ宝仏山に登って
ほしいですね。もちろん大人の方にもです。
　今日は来てよかったです。

一
番
左
が
、
安
藤
利
之
さ
ん

歴史民俗資料館横を元気よくスタート

頂上から見える雄大な大山の姿に感動する登山客

宝仏山登山に挑戦した山ガール

宝仏山は、
町の宝ですね

歴史民俗資料館友の会によるお茶のサービス



11 回目の公演の内容について教
えてください
（渡邊）
　昨年の 10回目は節目というこ
ともあり、これまでの総集編のよ
うにカッパやオシドリなどが登場
し、『みんな楽しく』がテーマで
した。今回は、明地峠に伝わる民
話をもとに、物語を作りました。
命というメッセージを込めていま
す。楽しみにしてください。

昨年に比べ 1 カ月早い公演と聞
いていますが、稽古の進め方につ

いて教えてください
（渡邊）
　そうですね、1カ月短いので中
だるみなく仕上げないと間に合い
ません。しかし、今回は分かりや
すい内容ですので、大丈夫だと
思っています。
　また、演出助手の森田くんも出
演することになっていて、森田く
んの演技を見てもらうことや指導
で、さらなるレベルアップにつな
げたいと考えています。
（森田）
　私は三原市のミュージカルを通

して渡邊先生と出会い、6年にな
ります。今回は演出助手のほか、
出演もします。皆さんと近いとこ
ろで、演技指導し力になっていき
たいです。日野町民ミュージカル
の質を高めていきたいと考えてい
ます。よろしくお願いします。
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取
材
ル
ポ
②

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
森
の

音
楽
隊
で
は
、
張
り
つ
め
た
空
気

の
中
、
熱
の
入
っ
た
稽
古
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
五
月
晴
れ
の
5
月
5

日
、
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
日

野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
開
始
式

が
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

出
演
者
と
そ
の
保
護
者
ら
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
景
山
町
長
が
「
町
民
み

ん
な
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
公
演
を

待
っ
て
い
ま
す
。
半
年
間
の
稽
古

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
出
演

者
ら
を
激
励
。
そ
し
て
、
1
回
か

ら
脚
本
、
演
出
な
ど
を
手
掛
け
る

渡
邊
勝
子
さ
ん
（
広
島
県
三
原

市
）
は
「
昨
年
、
10
回
目
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
11
回
目
は
真
価

が
問
わ
れ
ま
す
。
早
く
今
回
の
役

に
入
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
舞
台

に
上
が
れ
ば
プ
ロ
な
の
で
、
自
信

を
持
っ
て
頑
張
ろ
う
」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
早
速
、
歌
唱
指
導
が

始
ま
り
、
発
声
の
注
意
点
な
ど
熱

の
入
っ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
演
者
ら
が
参
加
動
機
な

ど
を
発
表
。「
自
分
を
表
現
し
て

み
た
い
」「
歌
や
演
技
が
大
好
き
」

「
学
業
と
両
立
し
頑
張
り
た
い
」

な
ど
、
思
い
思
い
に
意
気
込
み
を

話
す
と
、
渡
邊
さ
ん
や
見
守
っ
て

い
た
保
護
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
「
明

地
峠
の
ゴ
ン
ぎ
つ
ね
」
と
題
し
、

明
地
峠
に
伝
わ
る
民
話
を
も
と

に
、
脚
本
・
演
出
の
渡
邊
さ
ん
が

「
命
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込

め
た
作
品
で
す
。
今
年
は
10
月
14

日
、
昼
と
夜
の
2
回
公
演
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
出
演
者
29
人
は
半

年
の
稽
古
に
入
り
ま
す
。　

第 11回日野町民ミュージカル開始式
今年も感動を与える舞台に向かって

　今年で 11回目を迎える「日野町民ミュージカル」の開始式が
行われ、出演者とその保護者らが参加しました。
　出演者は緊張した表情で説明を聞き、気持ちを引き締めていま
した。10月の公演に向け、半年間の稽古が始まりました。

歌唱指導を受ける出演者

ピアノを囲んでの歌唱指導

さらなるレベルアップを（渡邊さん）
演技指導で力になりたい（森田さん）
脚本・作詞・演出・演技指導

渡
わたなべ

邊勝
か つ こ

子さん（広島県三原市）
演出助手

森
も り た

田恭
やすたか

隆さん（広島県三原市）

渡邊さん（右）と森田さん（左）

「三原市民ミュージカルも見に来て

ください」と話す渡邊さん


